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５
　
遺
跡
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種
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官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
～
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

西
河
原
宮
ノ
内
遺
跡
は
、
近
江
地
域
湖
南
北
部

（旧
野
洲
郡
中
主
町
域
）
の
琵

琶
湖
東
岸
日
野
川
左
岸
の
河
口
付
近
に
位
置
す
る
。
近
隣
に
所
在
す
る
西
河
原

森
ノ
内
遺
跡
や
湯
ノ
部
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
木
簡
は
広
く
知
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
も
隣
接

す
る
西
河
原
遺
跡
、
光
相
寺
遺

跡
、
虫
生
遺
跡
か
ら
の
出
土
例

を
あ
わ
せ
る
と
一〇
〇
点
弱
に

対　
の
ぼ
る古
代
の木
簡
が
出
土
し

厘
　
て
い
る
。
こ
れ
ら
の木
簡
が
出

土
す
る
遺
跡
は
約

一
ｋｍ
四
方
の

中
に
集
中
し
、
か
つ
七
世
紀
後
半
か
ら
人
世
紀

（中
で
も
前
半
）
に
か
け
て
の

も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
範
囲
内
の
建
物
遺
構
は
南
北
方
向
を
指

向
し
、
畿
内
系
の
土
師
器
を
大
量
に
用
い
て
い
る
こ
と
も
共
通
す
る
。
こ
う
し

た
状
況
か
ら
、
従
来
個
別
の
遺
跡
と
し
て
断
片
的
に
捉
え
て
き
た
こ
れ
ら
の
遺

跡
を
、
近
年
で
は

「西
河
原
遺
跡
群
」
と
総
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
回
の
調
査
は
、
主
要
地
方
道
近
江
八
幡
守
山
線
道
路
改
築
工
事
に
伴
う
も

の
で
、
調
査
面
積
は
約
九
六
０
２ｍ
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
七
世
紀
後
半
か
ら

八
世
紀
に
か
け
て
の
掘
立
柱
建
物
二
棟
、
溝
四
条
を
検
出
し
た
。

掘
立
柱
建
物

一
は
、
コ
ー
ナ
ー
部
分
の
み
を
検
出
し
て
お
り
、
二
間
×
二
間

以
上

（柱
間
は
約
一
・
五
じ

の
規
模
を
も
つ
。
掘
立
柱
建
物
二
は
、
三
間
×
四

間

（柱
間
は
東
西
列
約
一
・
八
ｍ
、
南
北
列
約
二
。
一
ｍ
）
の
南
北
棟
総
柱
建
物
で
、

床
面
積
は
約
四
五
ポ
あ
る
。
大
型
の
倉
庫
で
あ
り
、
当
該
遺
跡
の
性
格
を
勘
案

す
る
と
、
西
河
原
遺
跡
群
の
倉
院
の
一
画
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、　
一

九
八
五
年
に
中
主
町
教
育
委
員
会
の
試
掘
調
査
で
出
土
し
た

一
号
木
簡

（本
誌

第
一
一五
号
）
は
、
こ
の
掘
立
柱
建
物
二
を
構
成
す
る
ピ
ッ
ト
２
１
１
の
柱
抜
取

穴
の
遺
物
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

木
簡
は
、
調
査
区
南
東
部
の
遺
物
包
含
層
か
ら

一
点
、
掘
立
柱
建
物
二
を
構

成
す
る
柱
穴
の
う
ち
、
ビ
ッ
ト
ー
ー
２
か
ら

一
点
、
同
１
１
５
か
ら
二
点
、
同

２
１
５
か
ら

一
点
、
同
３
１
４
か
ら

一
点
、
計
六
点
出
土
し
た
。
掘
立
柱
建
物

二
を
構
成
す
る
柱
穴
に
は
、
柱
を
抜
き
取
っ
た
跡
の
凹
み
に
、
有
機
物
を
多
く

含
む
層
が
堆
積
し
て
お
り
、
木
簡
は
い
ず
れ
も
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
。
０



は
二
つ
に
折
ら
れ
た
状
態
で
、
か
つ
い
と
と
も
に
折
り
重
な
っ
た
状
態
で
見
つ

か
つ
て
お
り
、
こ
れ
は

一
号
木
簡
の
出
土
状
況
と
も
共
通
し
て
い
る
。
柱
穴
に

は
そ
の
後
さ
ら
に
灰
色
系
の
粘
土
が
自
然
堆
積
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
木
簡
は
、
柱
を
抜
き
取
っ
た
際
に
生
じ
た
凹
み
に
自
然
に
流
入
し

た
の
で
は
な
く
、
有
機
物
と
と
も
に
人
為
的
に
投
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
木
衛
以
外
に
は
板
材
及
び
僅
か
に
上
器
の
細
片
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
祭
祀
的
な
要
素
を
見
い
だ
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

年
代
を
示
す
も
の
は
、
木
簡
に
記
さ
れ
た
年
紀
で
あ
る

「幸
卯
年
」
（持
統

五
年

全
ハ
九
５
）、
「庚
子
年
」
（文
武
四
年

〈七
〇
〇
》
、
「壬
寅
年
」
（大
宝
二
年

〈七
Ｑ

ラ
）
が
み
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
人
世
紀
初
頭
頃
に
建
物
の
撤
去
と
と
も

に
ま
と
め
て
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

遺
物
包
含
層

①

　

「観
而
為
固
有
□
□
」
　
　
　
　
　
　
］Φ斐
］巽
３

ｏＦ

第
一写

掘
立
柱
建
物
三
ピ
ッ
ト
２
１
５

②
　。「壬寅年
正月十
五日雁肘識頬酬
一剛田』
。」

「　

　

　

　

」宮μ
第
三
号

掘
立
柱
建
物
ニ
ビ
ッ
ト
ー
ー
５

０
　
　
「辛
卵
年
十
二
月
一
日
記
宜
都
宜
椋
人
□
稲
千
三
百
五
十
三
半
把
ｏ
」

∞誤
×
磨
×
Ｐｏ　
寓
Ｐ　
第
四
号

い
　
。
「□
□
　
　
別
俵
二
石
春
稲
□
□
〔貸
力
〕

。
「日
日
日
日
日
□
石
□
□
百
束
□

（窓
じ
×
●
∪
×
『　
Ｐ
ｏ　
第
五
号

掘
立
柱
建
物
ニ
ピ
ッ
ト
３
１
４

⑬　
。×刀
自
右
二人
貸
稲
欧断
槌
三百〔断
児
□【断
槌
臆
断
鋭
。」

。
本
秋
雛
麒
は
溢
二
人
知
　
　
文
作
人
石
木
主
寸
文
通
　
ｏ
」

（］
∞
Ｏ
）
×
卜
∞
×
∞
　
ｏ
牌ｏ
　
窮
十エハニ●

掘
立
柱
建
物
三
ピ
ッ
ト
ー
ー
２

□

（喝
じ
×
Ｃ
２
×
⇔　
ｏ
∞
Ｐ　
第
七
号

①
は
、　
一
点
の
み
出
土
地
点
が
異
な
り
、
内
容
も
習
書
と
み
ら
れ
る
。

②
は
、
下
端
や
や
左
よ
り
に
円
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。
「壬
寅
年
」
は
大
宝

二
年

（七
Ｏ

ｃ
。
裏
面
に
も
薄
い
墨
痕
が
見
ら
れ
る
が
判
読
で
き
な
い
。
冨
一

寸
造
」
は
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡

一
号
木
簡
の
歴
名
の
中
に
見
え
る
が
、
「勝
鹿

首
」
は
初
見
。
日
付
の
下
に
二
行
書
き
の
人
名
が
あ
り
、
そ
の
下
に
サ
イ
ン
状

の
も
の
が
み
え
る
。
本
来
は
こ
ち
ら
が
裏
面
で
、
受
け
取
り
の
確
認
の
よ
う
な



2006年出上の木簡

も
の
か
。
そ
の
場
合
、
下
端
の
円
孔
は
右
寄
り
に
な
る
。

０
は
人
為
的
に
中
央
で
二
つ
に
折
ら
れ
て
い
る
。
下
端
右
よ
り
に
円
孔
が
穿

た
れ
て
い
る
。
「幸
卵
年
」
は
持
統
五
年

全
ハ九
こ
。
「某
日
記
」
は
人
世
紀
初

頭
以
前
の
表
記
法
。
内
容
は
、
稲
の
量
を

「宜
都
宜
椋
人
」
が
記
録
し
た
も
の

と
解
さ
れ
、
「宜
都
宜
椋
人
」
は
稲
の
管
理
者
で
あ
ろ
う
。
「宜
都
宜
」
は
カ
ツ

カ
で
、
②
の

「勝
鹿
首
」
と
同
じ
ウ
ジ
名
で
あ
る
。
「稲
千
三
百
五
十
三
半

把
」
は
稲

一
三
五
東
三
把
五
分
と
な
り
、
倉
庫
に
収
納
さ
れ
る
量
と
し
て
は
少

な
い
の
で
、
出
挙
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
五
十
三
半
把
」
と
数

量
が
半
端
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
貸
付
で
は
な
く
返
納
に
関
わ
る
と
み
ら
れ
る
。

「宜
都
宜
椋
人
」
は
初
見
。

④
は
下
半
が
折
損
し
、
右
辺
に
割
れ
が
あ
る
。
「別
俵
」
と
い
う
表
現
や
、

「春
稲
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
収
蔵
す
る
稲
か
ら
春
稲
と
し
て
貢
進
す
る
も
の

を
取
り
出
す
な
ど
の
行
為
と
関
わ
る
か
。
裏
面
の

「百
束
」
に
続
く
文
字
は
残

画
か
ら

「貸
」
の
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
も
出
挙
に
も
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。

⑪
は
上
半
が
欠
損
し
て
い
る
。
下
端
右
よ
り
に
円
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。
表

面
に
は

「刀
自
」
ら
二
人
に

「貸
稲
」
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
、
一暴
面
に
は
二
人

の
名
が
二
行
書
き
さ
れ
、
そ
の
下
に

「
二
人
知
」
と
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く

「貸
稲
」
の
保
証
人
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
稲
の
数
量
の
単
位
を
表
す
文
字
は
、

稲
の
重
量
を
示
す

「斤
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
「文
作
人
」
に
つ
い
て
は
、
「貸

稲
」
の
契
約
書
の
作
成
者
で
あ
ろ
う
。
な
お
韓
国
の

「大
邸
戊
戊
銘
嗚
作
碑
」

に
碑
文
の
作
者
を

「文
作
人
」
と
す
る
記
載
が
見
え
る
。
「戊
戊
年
」
は
新
羅

真
智
王
三
年

（五
七
八
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
本
例
は
わ
が
国
に
お
け
る
、

フ

ぐ

）ヽ
ヒ
ト
の
職
掌
を
示
す
古
い
用
例
か
。
「石
木
主
寸
」
は
西
河
原
森
ノ

内
遺
跡

一
号
木
簡
の
歴
名
の
中
に
も
見
え
る
。

０
は
四
周
を
欠
失
す
る
断
片
で
、
原
形
は
不
詳
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
木
街
の
大
半
が
短
冊
状
を
呈
し
、
形
態
不
明
の
０
と
出
土
地

点
の
異
な
る
①
を
除
き
、
四
～
四

・
五
餌
の
幅
の
広
い
も
の
で
、
長
さ
も
上

・

下
半
が
欠
失
す
る
い
①
を
含
め
、　
一
号
木
簡

・
③
の
四
点
は
、
六
〇
帥
前
後
を

測
る
長
大
な
も
の
で
あ
る
。
②
も
半
分
の
三
〇
帥
弱
と
、
規
格
性
を
も
っ
て
い

る
。
年
紀
の
示
す
大
宝
令
制
定
前
後
の
時
期
に
対
応
す
る
、
古
い
地
方
木
簡
の

特
徴
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
下
半
を
欠
失
す
る
④
を
除
き
、　
一
号
木
簡
と
②

③
⑤
の
下
端
に
は
右
寄
り
に
穿
孔
が
あ
り
、
東
ね
て
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

推
測
さ
せ
る
。

ま
た
①
に

「稲
千
三
百
五
十
三
半
把
」
、
ω
に

「別
俵
二
石
春
稲
」
渭
日
日
□

石
□
□
百
束
貸
」
、
０
に

「刀
自
右
二
人
貸
稲
」
「稲
二
百
□
又
□
□
稲
汁
□

貸
」
な
ど
、
貸
稲

（出
挙
）
と
米
に
関
わ
る
記
述
が
あ
り
、
右
に
見
た
よ
う
に

東
ね
て
使
用
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、　
一
連
の
木
簡
が
稲
の
貸
借

（出
納
）

・
保
管
な
ど
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て

こ
れ
ら
の
木
簡
が
、
大
型
の
倉
庫
と
み
ら
れ
る
建
物
の
廃
絶
後
に
、
柱
抜
取
穴

に
半
切
し
て
投
棄
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
倉
庫
で
使
用
さ
れ
た
後
、
そ
の
廃

絶
に
伴
い
投
棄
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
言
え
よ
う
。

（１
～
７
　
畑
中
英
二
、
８
　
大
橋
信
弥

（滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
》






